








   
 
 
   氏名            冨田 朝美  
 
   学位の種類          博 士（農学） 
 
   学位記番号          博 甲 第  8142  号 
 
   学位授与年月日      平成 29年 3月 24日 
 
   学位授与の要件      学位規則第４条第１項該当 
 
   審査研究科      生命環境科学研究科 
 
   学位論文題目  
   イネの根系分布および鉄毒耐性に関する遺伝機構の解明と育種学的研究 
 
 
  主査            筑波大学教授（連携大学院）  博士(農学)     福田 善通 
 
  副査       筑波大学教授         農学博士   大澤  良 
 
  副査       筑波大学教授          農学博士   林  久喜 
 
  副査       筑波大学准教授（連係大学院） 博士（農学） 田中 淳一 
 
 






















と IR 64との雑種集団（F2, F3系統群）を用いて、量的形質遺伝子座（QTL）解析を行い、地表根に関連す
る QTLを第 2、5、7染色体上の 3つの領域に検出した。またこれらの QTLはその集積により相加的効果が
あること、ただし第 5染色体上の QTLは単独ではその効果が認められないが、他の QTLとの存在下で冠根
の伸長角度が水平方向に作用することが確認され、相補的に働くことを明らかにした。また YTH16 の地表
根は、重力に関する感受性が部分的に欠損しているために生じることも明らかにした。 
第四章では、第一章で用いた IR 64の遺伝的背景を持ち異なる根系分布を示す 9系統を用い、鉄毒圃場に












審   査   の   要   旨 
 
本論文は、イネの鉄毒に対して従来の遺伝・生理学的アプローチに加え、根系分布という形態学的な遺伝
的要因の利用を検討し、これまでのイネの問題土壌に関する遺伝・育種学研究の視点にはない育種法の提言
につなげている。この根系分布を利用した育種は、鉄毒のみならず常時湛水還元土壌で生じる他の生理学的
環境ストレスに対しても有効であると考えられる。また問題土壌ばかりでなく、広く好的条件下の土壌にお
いても、多様な根型に対応した栽培技術の開発にも利用ができるものである。本研究は、遺伝・育種・栽培
研究の基礎から応用までの広い範囲に波及する研究成果であり高く評価できる。 
平成29年1月26日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
